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遠賀町の風景　　（その11）　　今古賀の田畑

昭和55年も20日あまりとなりました。長かったども、短かかっだとも思えるこの一年、みなさんはどう

思われますか。さて、今回の表紙は、今古賀区を前方に、パックには上別府から尾崎にかけての山をもっ

てきました。一年が終わるように、静かに夕陽は沈みます。

＊　今月　の税金　＊

固定資産税　　　　3期分12月25日（木）まで

納期内　　　納付で　　　明　る　い町づ　く　り
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しめたはず　しまったはずでも　もう一度

昭
和
捕
年
度
保
育
所
入
所
の
申
し
込
み
受
付
け
を
、
次
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㌔
請

囲e甲

▽
入
所
基
準
（
次
の
事
項
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
家
庭
に
お
い
て
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
入
所
が
許
可
さ
れ
ま
す
）

の
母
親
が
勤
務
し
て
い
る
場
合

㈲
母
親
が
日
中
家
庭
で
家
事
以
外
の

仕
事
を
し
て
い
る
場
合

㈲
母
親
が
い
な
い
家
庭
（
死
亡
・
行

方
不
明
等
）

㈲
母
親
の
出
産
後
（
出
産
の
前
後
ま

た
は
疾
病
の
場
合
等
）

㈲
病
人
の
看
病
（
長
期
に
わ
た
る
病

人
や
階
害
者
が
あ
る
た
め
母
親
が

看
病
に
あ
た
っ
て
い
ろ
場
合
）

㈲
家
庭
の
災
害
（
火
災
・
風
水
害
で

居
室
を
失
っ
た
場
合
）

た
だ
し
、
家
庭
で
母
親
以
外
の
人
で

も
保
育
可
能
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は

入
所
で
き
ま
せ
ん
。

▽
入
所
定
員

遠
賀
川
保
育
園
　
　
5
0
人

山
び
こ
保
育
園
　
　
脚
人

南
都
保
育
園
　
　
聞
入

▽
受
付
期
間

昭
和
弱
年
1
2
月
1
0
日
（
水
）
～
昭
和

5
0
年
1
月
3
1
日
（
土
）

▽
申
込
方
法

役
場
福
祉
係
又
は
、
各
保
育
園
で
入

所
由
蘭
書
を
受
取
っ
て
い
た
だ
き
、

入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育
所
へ
申
請

聾
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

▽
問
い
合
せ
先

遠
賀
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

電
話
（
3
）
1
2
3
4

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
避
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
こ
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
白
石
ス
エ
様

（
木
守
）
　
白
石
　
　
優
様

故
油
滴
ふ
さ
様

（
尾
崎
）
　
油
滴
　
碩
一
様

民
生
（
児
童
）
　
委
員
の
委
嘱

本
町
の
民
生
（
児
童
）
委
員
と
し
て

1
2
月
1
日
付
を
も
っ
て
次
の
方
々
に
厚

生
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
（
児
童
）
委
員
は
、
民
生
委
員

法
に
基
づ
き
、
向
う
3
カ
年
間
に
亘
り

関
係
機
関
と
協
力
の
も
と
に
地
域
福
祉

増
進
の
た
め
寄
与
し
て
い
た
だ
く
車
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。○
任
期
　
5
5
年
1
2
月
1
日
よ
り
3
カ
年

○
委
貝
住
所
、
氏
名
（
敬
称
略
）

若
　
松
　
　
田
原
　
政
義

別
　
府
　
　
山
中
一
雄

松
の
本
　
　
葉
田
　
治
美

虫
生
津
　
　
毛
利
　
秀
済

東
　
町
　
　
川
畑
　
　
為

木
　
守
　
　
木
村
　
　
栄

遠
賀
川
　
　
原
田
芳
之
助

新
　
町
　
　
徳
王
　
隆
利

旧
　
任
　
　
山
県
　
正
男

田
　
町
　
　
石
田
ハ
ツ
子

上
別
府
　
　
白
石
　
君
子

広
　
漠
　
　
大
場
　
房
江

今
古
賀
　
　
柴
田
　
リ
キ

鬼
　
津
　
太
田
　
恒
雄

鳥
∴
崎
　
　
門
司
　
　
誌

上
別
府
　
　
高
　
　
　
三

浅
　
木
　
　
岩
村
　
武
男

老
　
良
　
　
原
田
郁
二
郎

広
　
漠
　
　
原
田
　
善
人

東
和
苑
　
　
秋
吉
　
計
邑

福
岡
県
医
療
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
案
内

県
民
の
医
顕
に
対
す
る
心
配
や
相
談
に
応
じ
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
の
で
御
活
用
下
さ
い
。

▽
設
置
場
所

福
岡
市
博
多
区
中
洲
中
島
町
2
番
3

号
（
福
岡
フ
ジ
ラ
ン
ド
ビ
ル
4
階
）

福
岡
県
衛
生
部
医
務
課
内

▽
相
談
時
間

毎
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

（
但
し
、
土
曜
日
は
1
2
時
ま
で
）

▽
相
談
方
法

原
則
と
し
て
栗
駒
又
は
、
文
畠
に
よ

る
相
談
。巡

　
回
　
相
　
戦

○
北
九
州
会
場
∴
場
所
　
小
倉
北
区

北
九
州
市
小
倉
北
区
役
所
　
1
2
月
1
2
日

（
金
腕
白
）
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

料
理
店
、
パ
ー
な
ど
で
飲
食
を
し
た

り
旅
館
な
ど
で
宴
会
等
を
さ
れ
ま
す

と
、
そ
の
料
金
に
対
し
、
一
割
の
料
理

飲
食
等
消
費
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
す
し
屋
、
ス
ナ
ッ
ク
等
の
飲
食

店
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
場
所
で
の

一
人
一
回
の
飲
食
料
金
が
二
千
円
を
超

え
る
と
き
に
も
同
じ
く
料
理
飲
食
等
消

費
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

店
で
は
、
飲
食
等
の
料
金
と
一
緒
に

説
相
当
額
を
預
り
、
お
客
さ
ん
に
は
納

税
を
し
た
証
拠
と
し
て
公
給
領
収
証
を

渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

が
納
税
さ
れ
た
税
金
が
正
確
に
納
入
さ

れ
る
た
め
に
も
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
飲
食
料
金
が
免
税
点
以

下
の
場
合
は
公
給
領
収
証
は
お
渡
し
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
特
に
必
要
な
場
合
は

請
求
さ
れ
れ
ば
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
被
表
彰
者

身
体
膵
害
者
福
祉
法
施
行
5
0
周
年
を
記
念
し
て
福
岡
証
に
お
い
て
閲

髄
さ
れ
、
本
町
よ
り
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
県
知
郵
表
彰
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
県
身
障
福
祉
協
会
理
事
長
表
彰

◎
自
立
更
生
者
　
　
　
太
田
　
繁
氏
　
　
◎
優
良
団
体

◎
更
生
援
護
功
労
者
　
柴
田
治
美
氏
　
　
　
遠
賀
町
身
体
陣
害
者
福
祉
悌
議
会
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混雑のす　り　ひ　っ　だ　く　り　に　ご用心

俄

の

辻

虫
生
津
川
端
か
ら
、
な
き
野
線
に
出

て
室
木
線
の
鉄
路
沿
い
に
芙
蓉
団
地
に

出
る
。
既
に
数
十
戸
が
建
設
さ
れ
て
更

に
雑
報
の
槌
音
が
ひ
び
い
て
い
る
。

そ
の
西
側
に
一
と
塊
の
松
山
が
あ

る
、
秋
の
色
深
く
、
一
面
の
す
す
き
が

風
に
な
び
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
あ
る
杭
の
紅
葉
が
、
緑
の
木
々
に
混

が
で
き
な
か
っ
た
。

礎
石
か
石
雛
の
破
片
で
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
が
、
全
く
駄
目
だ

っ
た
。
こ
こ
か
ら
掘
出
し
た
木
像
は
十

二
神
将
や
薬
師
彿
な
ど
で
、
そ
の
中
薬

師
さ
ま
だ
け
は
、
今
も
畏
薬
事
に
安
橙

さ
れ
て
い
る
。

天
正
八
年
五
月
、
宗
像
氏
貞
方
の
兵

が
こ
の
寺
に
籠
っ
て
い
た
の
を
、
鞍
手

郡
聴
取
城
主
毛
利
錬
実
の
た
め
に
攻
め

散
ら
れ
た

時
、
兵
火
に

か
か
っ
て
そ

れ
か
ら
荒
野

に
な
っ
た
も

の
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

俳
の
辻
と
も

道
場
宅
原
と

も
呼
ば
れ
て

つ
か
る
。
こ
の
古
墳
は
何
時
頃
の
も
の

か
わ
か
ら
な
い
が
、
鞍
手
の
古
月
百
穴

な
ど
と
同
じ
年
代
の
も
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
薮
を
分
け
て
低
い
丘
を
登
り

つ
め
ろ
。
こ
こ
は
古
く
道
場
寺
と
い
う

天
台
宗
の
寺
が
在
っ
た
と
こ
ろ
、
と
替

わ
れ
て
い
ろ
。
一
時
、
考
古
学
者
に

な
っ
た
つ
も
り
で
、
木
苺
の
ト
ゲ
や
軍

配
な
ど
に
悩
ま
せ
ら
れ
な
が
ら
、
薮
を

く
ぐ
り
、
枝
を
分
け
て
歩
い
て
兄
だ

が
、
そ
れ
ら
し
い
場
所
に
出
会
う
こ
と

い
る
が
、
苦
の
景
色
を
頭
に
措
い
て
み

る
と
例
の
辻
の
方
が
印
象
的
な
気
が
す

る。

菜
館
も
な
く
秋
風
の
薬
師
彿

軟
さ
む
く
指
欠
け
た
ま
う
俳
た
ち

草
の
秋
を
思
う
顕
し
て
み
俳
は

哀
楽
寺
の
本
堂
表
に
安
置
さ
れ
て
い

る
こ
の
例
像
を
拝
し
て
い
る
と
、
四
百

年
昔
の
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
絵
に
な
っ

て
頭
の
中
に
去
来
す
る
の
だ
っ
た
。

（
片
山
花
御
史
）

剣
道
教
室
芋
掘
り

盛
大
に
行
わ
れ
る

曝
　
少
年
剣
士
の
健

全
は
育
成
を
目
的

に
計
画
さ
れ
た
、

屋
外
行
謡
の
芋
掘

り
が
好
天
に
蕊
ま

れ
た
Ⅱ
月
1
6
日
、
来
賓
の
柴
田
町
長
、

松
丸
浅
木
小
枝
長
、
山
本
体
協
理
部
長

を
は
じ
め
、
山
下
剣
道
連
盟
会
授
以
下

父
兄
を
含
む
、
約
脚
名
参
加
の
も
と
に

今
古
賀
の
学
期
で
盛
大
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
細
ら
れ
た
芋
は
、
そ
の
場
で

料
理
さ
れ
、
残
り
の
芋
は
来
年
の
寒
稔

古
の
芋
か
ゆ
に
使
わ
れ
ま
す
。
又
、
今

年
も
翰
光
園
（
老
人
ホ
ー
ム
）
慰
問
が

行
わ
れ
、
芋
と
芋
焼
酎
を
前
に
ホ
ー
ム

の
方
々
か
ら
大
変
曽
ば
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
の
皆
様
へ

（
社
）
福
岡
県
中
小
企
業
情
報

セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
を
…
‥

「
福
岡
県
中
小
企
業
情
報
セ
ン
タ
ー
」

は
、
中
小
企
業
の
経
営
上
の
諸
問
題
に

つ
い
て
、
的
確
な
情
報
を
収
集
し
、
提

供
す
る
、
国
・
県
・
市
町
村
の
補
助
を

得
て
活
動
し
て
い
る
公
の
機
関
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
〒
8
1
鵬
∴
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
東
一
丁
目
一
番
三
三
号

は
か
た
近
代
ピ
ル
5
階
　
（
祉
）
福
岡
県

中
小
企
業
情
報
セ
ン
タ
ー
　
鐙
話
　
0

9
2
（
4
4
1
）
2
8
4
2
番
に
ど
う
ぞ

婦
人
体
操
の
お
誘
い

健
康
つ
く
り
、
体
力
つ
く
り
に
毎
週

婦
人
体
操
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

∇
日
　
時
　
毎
週
水
曜
日

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

∇
場
　
所
　
遠
賀
町
武
道
場

▽
会
　
費
　
六
百
円

青
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

部

員

募

集

∇
練
習
日
　
水
斑
日
・
土
糊
口

▽
時
　
間
　
1
8
時
－
2
0
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
武
道
場

▽
募
集
人
員
　
1
0
名
（
現
在
0
0
名
）

▽
対
　
象
　
6
才
－
中
学
生
ま
で

▽
指
導
員
　
諮
道
館
有
段
者
1
5
名

▽
申
込
先
　
態
話
（
3
）
0
0
3
9

九
丸
守
撃

▽
練
習
日

▽
揚
∴
所

▽
会
　
費

▽
対
∴
象

▽
会
　
員

▽
申
込
先

毎
週
金
曜
日

遠
賀
町
上
別
府
公
民
館

毎
月
　
二
千
五
百
円

小
学
生
以
上
、
年
令
・
性

別
問
わ
ず
初
心
者
歓
迎

1
0
名
上
別
府
　
頼
村
隆
雑

感
話
（
3
）
2
1
7
5

空
手
教
室
生
徒
募
集

▽
練
習
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
　
象

▽
指
導
員

▽
申
込
先

火
閏
月
・
木
蹴
日

1
9
時
－
2
0
時
約
分

遠
賀
町
武
道
場

小
学
生
以
上

嚢
発
会
総
本
部
道
場

小
田
、
半
田
、
古
川
の
各

有
段
者

教
育
委
員
会
　
半
田
態
彰

砥
語
（
3
）
1
3
5
5

運
動
の
重
点

o
制
限
速
慶
を
守
ろ
う

。
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

o
二
輪
車
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
昼
間
も

ラ
イ
ト
を
つ
け
よ
う

。
歩
行
者
自
転
車
は
飛
び
出
し
を
や
め
よ
う
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▽　　　　▽　　▽▽
料i∴∴∴内　　時期

金∴∴∴蓉　　間白

熊沐母新い1012
料浴手性　〇時月
指健児　　ま26
導魔の　　で日
手技∴∴に（
帳い　　お金
交方　　い）
付　　　で

下
さ

暴力は　見たら　聞いたら　110番

三
種
混
合
予
防
接
種

▽
接
種
日
及
び
問
診
票
配
付
日

老
　
人
　
検
　
診

接
浬
日

1
2
月
出
目

問
診
票
配
付
日

1
2
月
1
0
ロ
ー
1
2
月
1
6
日

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
時
∴
悶
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
3
0
分
か
ら

∇
そ
の
他
　
詳
細
は
9
月
2
5
日
号
を
ど

ら
ん
下
さ
い
。

胃
ガ
　
ン
検
診

▽
期
　
日
　
1
2
月
1
6
日
（
火
）

1
2
月
1
7
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
8
時
4
0
分
－
1
0
時

00分

検
診
　
9
時
か
ら

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
機
）

▽
対
象
者
　
あ
ら
か
じ
め
申
し
込
ま
れ

て
い
る
方
だ
け
で
す
。

妊
　
婦
　
相
　
談

▽
期
　
日
　
1
2
月
1
6
日
（
火
）

▽
場
　
所
　
老
人
憩
の
家

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
1
5
時

▽
対
象
者
　
6
5
載
以
上
の
人

▽
検
診
内
容。
検
尿
　
。
血
圧
測
定

o
問
診
　
。
血
色
素
検
査

▽
料
　
金
　
無
料

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
下
さ
い

◎
所
在
地
　
収
患
媒
閑
出
面
三
㍍
町
豊

崎
地
区

▽
名
　
称
　
無
崎
荻
的

▽
届
出
期
限
　
昭
和
3
5
年
1
2
月
2
1
日

▽
屈
出
先
　
広
歯
媒
因
島
市
土
坐
町
7

番
地
の
4
　
因
島
市
役
所

民
生
部
　
偶
語
0
8
4
5

2

（

2

）

1

3

1

1

全
身
運
動
な
ど
で

血

行

を

よ

く

し

よ

う

く
る
と
つ
ら
い
も
の
で
す
。
冷
え
寂

を
治
す
に
は
、
血
行
を
よ
く
す
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。

▼
冷
え
の
原
因

冷
え
姪
の
原
関
は
自
律
神
経
失
調

の
場
合
が
多
く
、
よ
く
肩
こ
り
な
ど

を
と
も
な
い
ま
す
。

自
律
神
経
は
呼
吸
、
循
環
、
消
化
、

吸
収
、
体
温
な
ど
を
司
ど
る
神
経
系

で
、
寒
暖
に
応
じ
て
血
液
の
流
れ
を

調
節
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、
変

調
を
き
た
す
と
血
液
の
循
環
が
ス
ム

ー
ズ
に
い
か
な
く
な
り
、
冷
え
を
生

じ
ま
す
。

▼
冷
え
の
処
方
せ
ん

血
行
を
よ
く
す
る
に
は
全
身
通
勤

入
浴
な
ど
で
。
血
の
め
く
り
〟
を
よ

く
す
る
の
か
良
い
方
法
で
す
。
指
圧
、

針
、
英
、
乾
布
ま
き
つ
も
治
灘
の
効

果
が
あ
り
ま
す
。

偏
食
は
禁
物
。
食
蔀
は
質
、
姓
と

も
不
足
な
く
と
り
、
貧
血
気
味
の
人

は
、
と
く
に
タ
ン
パ
ク
質
、
鉄
分
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ピ
タ
、
：
／
の
摂
取
に

気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

就
寝
前
に
少
丑
の
お
酒
、
薬
用
酒

を
飲
む
の
も
冷
え
を
や
わ
ら
げ
ま
す

▼
日
常
の
予
防
は

腰
や
手
足
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に

心
か
け
、
ウ
ダ
テ
の
薄
着
．
な
ど
は

避
け
て
、
下
談
を
き
ち
ん
と
つ
け
ま

し
ょ
う
。
一
日
中
座
っ
て
仕
部
を
す

る
人
は
、
時
々
立
っ
て
全
身
を
軽
く

動
か
し
、
血
流
を
促
し
ま
す
。
日
光

浴
や
乾
布
ま
き
つ
に
よ
る
皮
膚
の
鍛

錬
も
大
切
で
す
。

▼
女
性
特
有
の
冷
え
は

生
理
や
出
産
、
更
年
期
障
害
な
ど

に
よ
る
ホ
ル
モ
ン
異
常
や
貧
血
、
低

血
圧
か
ら
起
こ
る
場
合
が
女
性
に
は

た
い
へ
ん
多
い
の
で
す
。

前
記
の
治
韻
や
予
防
法
の
ほ
か
、

婦
人
科
医
に
診
て
も
ら
い
採
師
の
指

示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

役
場
事
務

役
場
の
部
落
は
1
2
月
2
7
日
午
前
中
に

「
御
用
納
め
」
を
行
い
、
1
月
4
日
ま

で
窓
口
、
一
般
車
務
は
休
み
ま
す
。

ま
た
、
5
日
の
羽
詩
も
、
「
御
用
始

め
」
で
午
前
申
し
か
取
り
扱
い
が
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
印
鑑
証
明
輩
、
戸
籍
謄
抄
本
、
転

出
証
明
番
な
ど
は
、
1
2
月
2
7
日
午
後
以

降
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な

万
は
早
目
に
役
場
に
お
い
で
下
さ
い
。

た
だ
し
、
戸
籍
の
受
付
（
出
生
届
、

死
亡
届
等
）
に
つ
い
て
は
当
喧
者
に
申

し
出
て
下
さ
い
。

遠
賀
町
老
人
憩
の
家

1
2
月
2
9
日
か
ら
、
1
月
4
日
ま
で
休

館
い
た
し
ま
す
。

新
年
1
月
5
日
か
ら
の
お
い
で
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
と
別
館
、

及
び
武
道
楊

1
2
月
2
8
日
か
ら
、
1
月
4
日
ま
で
休

館
い
た
し
ま
す
。

－十日
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‾言古一旦一三十0才未満i20－2年5－29130－34i計3914両i45－49 ���������50・－54 �55－59 �60－64 �計 

対象者人数（人）　176　　452　　508　　587　　578　　518　　496 ���������418 �397 �278 �4．408 

受診者人数（人） ��8 �73 �166　　　299　　　314 ���286 �263 �196 �230 �151 �1，986 

46．89 �57．93 �54．32 �45．05 

総 ∠ゝ 昂 定 � ��������101 �96 �68 �1，026 ‾妻高密頭重而‾ 惑中の者（人） �2 �26 �75 �111 �132 �131 �144 �93 �132 �82 �928 

2 �2 �1 �32 

図1．年令階層別、総合判定の割合（畔羊との比較）　　表1．地区別受診率

区分 区別 �対象者人数 �受診者人数 �i受診率％ 

亀∴∴∴∴津 �41 �25 �60．98 

若　　　　松 �130 �52 �40．0 

鬼　　　　津 �205 �106 �51．71 

坪∴∴∴∴咋 �184 �94 �51．09 

別　　府 千　代　丸 �464 �190 �40．95 

今　古　賀 �164 �82 �50．0 

上　別　府 �202 �98 �48．51 

23 �5 �21．74 

出　生　津 �247 �129 �52．23 

浅　　　　木 �273 �137 �50．18 

東　和　苑 �430 �167 �38．84 

木　　　　守 �199 �110 �55．28 

老　　　　良 �84 �48 �57．14 

遠　賀　川 �346 �127 �36．71 

新　　　　町 �421 �178 �42．28 

旧　　　　停 �135 �66 �48．89 

喰∴∴∴∴渡 ＿遵－－壁二 松之本 �509 �203 77 �39．88 

133 ��57．89 

＿＿虫生唾基＿匹＿＿ �141 �65 �46．10 

虫生津西町 �77 �27 �迦 

計 �4．408 �1，986 �45．05 

％0　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　　100

子中　　－　≡「二三三善

顔年上

5時下

軸年上

弱年下

00才未満

20－紬才

25－29才

30－鈍才

35－39才

40－44才

45－49才

50－54才

55－59才

60－餌才

［コ：異常なし

目：要経過敗索又は日常生活上の注意、治療中

音○：要綱経検査、要治演者

暴力を　追い出せ　締め出せ　根を絶やせ

健
康
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
婦
人
健
康
診

盃
を
今
年
も
実
施
し
ま

し
た
の
で
そ
の
結
果
を

簡
単
に
報
告
し
ま
す
。

受
珍
事

表
1
は
地
区
別
受
診

率
で
す
。
町
平
均
昭
和

5
5
年
四
五
・
一
％
で
、

対
象
者
4
4
0
8
人

中
、
1
9
8
6
人
し
か

受
診
し
て
い
ま
せ
ん
。

地
区
別
で
は
、
島
津
が

一
番
高
く
次
に
松
ノ
木

で
、
一
番
低
い
の
は
、

砦
難
台
、
次
に
西
陣
で

す。
表
2
の
よ
う
に
年
令

別
に
見
る
と
、
5
0
才
未

満
の
人
の
受
診
率
が
低

い
の
か
わ
か
り
ま
す
。

図
1
で
は
総
合
判
定

に
つ
い
て
年
令
別
に
見

ま
し
た
。
町
全
体
で
は

即
治
癒
を
要
す
る
人
は

わ
ず
か
で
す
が
、
大
体

2
人
に
1
人
は
半
健
康

人
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
自
分
の
体
に
自
信
が

あ
っ
て
も
ど
う
も
な
い

時
期
に
、
定
期
的
に
健

康
診
断
を
う
げ
、
ま
す

ま
す
健
康
で
明
る
い

毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ

ト
ラ
○

上
　
下
　
上
　
下
　
L
L
　
下
　
i
上
　
下
　
上
　
下
　
上
　
下
　
i
r
－
一
ト
・
　
上
　
下

生
・
儀
i
　
年
生
丁
　
年
　
包
丁
　
飯
・
虞
・
餓
・
傭
†
∴
」
艶
・
虚
－
　
虚
丁
虚
i
－
患
・
虚
子

軸

　

請

　

轍

　

強

　

調

　

鴇

　

軸

　

綿

　

軸

　

綿

　

執

　

結

　

紳

　

5

5

　

紳

　

5

5
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12月下期の遠賀町主要行事

日 �曜 �存∴革∴内容i時間匡施計担当課名1日的及び主な対象等再考 

15 �月 �国勢韻査（事後調査） �層の一部車務課車協力お願いします。i 

16 �火 �胃ガン検診18：40十0中央公民士民課 ���申し込み者　　匿ジ 老　人　検　診恒二両老人憩の司住民課1滴65才以上の人i弊ジ 

帝　大　挙国－15：30 ��中軸錦上金網i歓学生　i 

17 �水 �胃ガン検診車－10中央竺士民諌 ���申し込み者　　匿ジ 
三顧混合予防按中10－14車夫公輔車民課 ���生後24－48ケ月児i弊ジ 

20 �土 �町行政∴憩∴敲会ilO：30－ ��公醐錦上務課1　　1 

21 �巨 �雑穀端歌蹄大会巨00～11：30醒網社会弼申撥獄嵩。i 

26 �金 �妊　婦　相　中00－i役場保健室i住民i謀 ���匿ジ 

26 （ 30 � �年末特別欝中00－24車内一円l轄朋 ��� � 

27 �土 �申用納め申上土＿＿i町行政撃落全般l 庸親機醐査Ii産業課車軸（製造業）i饗は 

31 �水 

暴力は　出すな　許すな　見のかずな

製
造
業
の
み
な
さ
ん

工
業
統
計
調
査

泄
裁
削
統
計
調
査

製
造
業
の
皆
さ
ん
、
通
商
産
業
省
で

は
昭
和
掲
年
1
2
月
3
1
日
現
在
で
昭
和
5
5

年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ

て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
製
造
品

の
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
、
有
形
固

定
資
産
額
な
ど
を
調
査
し
、
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

工
業
統
計
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
産
業
矯
造
政
策
、
高
地
、
水
資
源
対

策
、
中
小
企
業
施
策
な
ど
の
立
案
の

た
め
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ほ

か
、
一
般
企
業
の
稀
要
予
測
・
設
備
投

資
計
画
な
ど
広
範
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ろ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、

製
造
業
を
営
む
従
業
者
5
0
人
以
上
の
部

築
所
を
対
象
と
し
て
、
燃
料
の
受
入

量
、
用
途
別
消
費
丑
、
在
庫
趣
な
ど
を

謁
重
し
、
製
造
業
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
の
芙
腰
る
掌
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
工
業
統
計
調
査
と
同
時

に
実
施
き
れ
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
は
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
石
油
の
安
定
的

供
給
の
確
保
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開

発
、
導
入
の
促
進
な
ど
各
種
の
施
策
の

策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
部
楽
所
に

は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
調
査
員
が
調

査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調

査
票
に
紬
織
さ
れ
た
内
容
は
、
外
部
に

は
絶
対
も
ら
し
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て

こ
記
入
く
だ
さ
い
。


